
生命を安心して預けられる病院　健康と生活を守る病院

「あなたとあなたの家族によリそう」「安全　快適　自己実現」
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※室内の換気を十分にした上で､短時間で撮影しております

基幹型臨庇醍終柄院の復渥|として

９年疸は、６包の値鰐医をｎ績して

まいります。

※基幹型臨床研修病院とは、医学部を卒業し、医師免

　許を取得した医師（研修医）が卒後２年間、基本的

　な手技、知識（初期研修）を身につけるために経験

　を積む病院であり、医師の教育において重要な役割

　を担っています。
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一様々な事態に対応できる医療従事者を目指してー

新型肺炎蔓延による感染対策の徹底によって､例年にない新入職教育カリ

キュラムをこなし､研修医４名､看護部45名､副診療部13名､事務部４名

が配属部署で即戦力として日々奮闘



　当院は厚生労働省よリ基幹型臨床研修病院の指定の元、初期研修医を２年次２名・１年次は

４名を迎える事が出来ました。研修医は指導医指導のもと、病棟・外来等にて受持医として診

療にあたリますが、診療の安全と質には十分な配慮を行っておリ、患者様の同意および指導医

の貴任の上、十分な指導・監督のもとで診療を行っております。将来の曰本を支えてくれる先

生方を温かくご指導いただければと思います。

●氏 名　井　上
- 成

●出身大学　熊本大学

●趣　　昧　ボクシング・バスケ

●地域の皆様ヘ

　　大学ではボート部主将でした。

　　体力と掛け声には自信があ

　　リます！明る＜元気に頑張

　　リますので、よろしくお願

　　い致します。

●氏 名　引　地　智　基
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●出身大学　山形大学

●趣　　昧　スノーボード　ダイビンフ

●地域の皆様ヘ

　　唯－の東北出身です！

○
地域の患者様の気持ちに

寄リ添える医師を目指し

ています。小さな事でもお

気軽に相談してください。
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●出身大学　ハンガリー国立

　　　　　　センメルベイス大学

●趣　　昧　海外旅行

●地域の皆様ヘ

　　４月よリ仙台に転居してきました｡仙台は住

　　みやす＜食べ物も美昧し＜､そんな素璃らし

　　い場所に少しでも貢献できるように､曰々勉

　　強して良い医師になれるように頑張リます。

●氏 名　森　本　大　樹
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●出身大学　近畿大学

●趣　　昧　読書　音楽を聴＜こと

●地域の皆様ヘ

　　将来的には他域医療に携わリたいと考

　　え、仙台徳洲会病院での研修を選択しま

　　した。初期研修医として微力ながら、医

　　療活勤に貢献できるよう、一生懸命頑張

　　リますのでよろしくお願いします。
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強固になった職員間士の結東
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収東に向けで･致団絡

　当院では曰常的に感染対策を実施しています。インフルエンザウイルスやノロウ

イルスなどもそうですが、目に見えない細菌やウイルスから、病院内・外のすべて

の患者様やご家族、職員を感染症から守るための感染対策はとても重要です。新入

職員研修でも、手洗いの重要性と正しい手洗い方法について、十分すぎるぐらい講

義をしました。質の高い感染対策を行う上で、専門的な知識と技術を習得した感染

管理認定看護師も２名います。他域の皆様にも、病院主催で開催している医療講演

会で「感染予防」についてお話をさせて頂いています。現在は、講演自粛期間中で

すが、当院の感染対策の質がさらに上がるように、今後も続けていきたいと思います。

　また、今回の新型肺炎の流行に伴い、当院では感染拡大防止のため、感染外来を

開設し、発熱や風邪症状のある方の診察時問を分けるなどの対応を致しました。感

染の疑いのある患者様の臨時診察スペースとしての機能を持たせた医療用エアーテ

ントの組立て訓練や、職員の手洗いや手指消毒、マスク着用の徹底もしておリま

す。面会制限や来院された万々の体温を測らせて頂いた際は、特に混乱もな＜従事

できた事を深＜感謝しています。

　コロナを収束させるためには、職員問の団結はかかせません。毎曰朝礼で各部門

が現状を報告し、改善点があれば徹底的に話し合い、厚労省や県、市、フループ病

院から入った情報も即座に報告し、共有しています。流行前の生活に完全に戻るに

はまだ時間がかかりそうですが、気を緩めず、こんな時だからこそできた皆との連

携を武器に、対応していこうと思っています。
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早い段階で飛沫感染を防ぐための

　　　ビニづレシートを設置

陰圧テント組立て訓練

｀
一
ｌ

‐‐
一１‐

‐
１
｀

ル
ｔ
言

隻
２

　　新入職員研修会

｢感染対策研修｣での1コマ
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　医療従事者・関係者に感謝の気持ちを込め、新築移転工事建設会社の熊谷組さんが、移転先の泉

区高玉町で“青のエール”をしてくれています。新型コロナウィルス対策には、患者様をはじめ、

様々な業者さんや近隣の医療機関、施設の方々に多大なる御協力を頂きました。深＜感謝致します。

　建築技術が進んで、鉄筋コンクリート造建築物の寿命は延びています。当院も、昭和引年に完

成したので、約35年が経過しています。建設中の新病院も少なくとも同じ年数は使い続ける事を

考えると、次の建て替えの間に、中で働＜職員も総入れ替えとなり、確実に次の世㈹こ引き継ぐ事

になリます。併設する介護施設に入所する職員もいるかもしれません。安心・安全に週ごせる建物

である事はもちろんの事、これから発展する医療形態に則した動線や、患者様の員担にならない

ような配置でなければならないため、工事着工に至るまでには、各部署が業者さんと定例会議で

何度も意見を交わし、最新のセキユリティ技術やAIを活用する事を見越した設計にしています。
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　令和２年５月度のメインエ事は杭工事です。

　直径80cmから120cm、長さ６ｍから９ｍの杭を合計221本施工します。他面の深いところで

この先何十年もの期間仙台徳洲会病院をしっかリと支えてくれる杭。大きな機械を何台もフル

回転させ、1本1本しっかリとこころかよわせ施工して参リます。
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これよりインタビューしていきたいと思います。

まずは自己紹介をお願いします。

熊谷組青柳
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青柳謙太郎(アオヤギケンタロウ)と申します。

現場経験25年で仙台市在住の年令は47歳です。

熊谷組

編集者

¶噛ぽ

目

仙台徳洲会病院さまの理念であります｢生命

を安心して預けられる病院｣そして｢健康と生

活を守る病院｣をしっかり造りあげるため､工

事関係者全員で｢“和"をもってこころかよう

ものづくり｣に取組んでまいります。

り１谷熊 青柳

今回の工事ではたくさんの方々に現場を見学

していただきたいと思っております｡現場事

務所屋上に｢HARMONY TERRACE｣という展

望デッキもございます｡編集部の皆さん､是非

見学にいらしてください。

広報誌よリそうvol.25　●1㎜

　このコーナーでは新築移転工事に携わっている人を紹介し

ていきます。今回は仙台徳洲会病院作業所（STH）の熊谷組

青柳作業所長を紹介します。
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　講師を務めた､CS委員の

社会福祉士　田中干秋さん

仁ドヅ]言⑤足)委員会活動レポート

千づ｡ﾄﾞ聯賠研修「電話対応」

　当院には様々な問い合わせが電話でかかってきます。声の

トーンや受け答えひとつで印象は全＜違うものになります

し、正しいと思っていた敬語が実は問違っていたなんて事も

あリます。

　まず、基本となる「ウチ」と「ソト」の使い分けです。外部の方に対して職員をさす

ときは、自分から見て上司であっても、「ウチ」ｲ則の人問にあたるので、敬称を省き、

謙譲表現（呼び捨て）をします。正

しい言葉遣いは、状況の把握とその

背景、また相手への気遣いを考慮し

ながら「会話」を構築してい＜事で

磨かれていきます。声を出して練習

してみるのも効果があリます。研修

では、参加者全員で様々なシチユ

エーション毎に、適切な文阜を唱和

し、向上に努めました。

Ｗｔｔ乙 匹ﾄ倖一
匹
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｢令和2年度診療報酬改定｣概要説明研修を実施
一全職員が理解を深めて病院全体で連携し､よりよい医療を提供するためにｰ

片岡隆行事務長

医事課本問義弘課長補佐佐）

　令和２年度に改定される「診療報酬改定」に伴う研修会を開

催しました。会計業務を担っている医事課が主体となリ、関わ

る職員が参加できるように研修曰程を細分化し、わかリやす＜

ポイントを定め説明。今回は、救急医療を担う医療機関体制、

看護職員の夜問配置、急性期看護桶肋体制など、勤務環境改善

を図る“働き方改革”推進を見据えた改定になりました。講師

を務めた、医事課本間課長補佐は、「患者様の状態に応じた医

療機能の分化と強化を図るための改定も盛リ込まれているの

で、混乱する事無＜、各職員が改定に準じた適切で的確な対応

を」と呼びかけました。

　看護部をはじめ、出席した職員からの様々な質問に、同席した

片岡事務長は｡「患

者様にとって安心・

安全で質の高い医療

の実現を図るため」

として、「特定の部署だけ理解してればい

い事ではな＜、外来医療、在宅医療・訪問

介護、入退院支援全てにおいて、病院全体

で対応していくために連携を強化する事が

重要」と付け加えました。
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他域連携室
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　夜釣リは夜行性の魚が活発になるので、夜

行性の魚を狙いたい人にお勧めです。ｲ戈衷的

な魚ではメバルなどが挙げられます。

　ただ初心者が行＜には少し難易度が高いの

で、慣れるまでは曰中の明るい時間帯に行＜

ことをお勧めします。夜釣リで必要な装備と

しては､、まずヘッドつイト、ライフジャケッ

フジャケットを善るのは、釣リ人としてマナーです

　さて、いよいよ釣リ人にとっては待ちに待った夏の到来です。魚も｡水温が上が

リ活性がよくなる時期なので、早速、奥松島の大浜漁港に行ってまいりました。今

回はスブ午という魚について御紹介したいと思います。釣リ人からはシーバスと

言われる魚で、釣リをしない万からすると馴染みのない名前だと思いますが、人

気の魚です。シーバスと言われているのは、海のブラックバスと言われるくらい

引きが強い魚だからです。スブ午も出世魚で大き

さによリ名前が変わり、60cm以上でないとスズ午

とは呼べません。残念ながらまだ僕は60cm以上の

スズ午を釣った事がないので今年は必ず釣リたい

と思います。

(右のスズ午の写真は友人が釣リあげた写真です｡｡)

tﾂﾞXy穴話?涙?,り?tﾏ･fﾊﾞy　゛゛ ･ぁ鮭ﾉ　ﾆでﾉ]ズ

j､｡，　　　　。
順

扮‰言回,峯☆才回回

　奥松島は漁港が多＜、大浜の他にも室浜、月浜といった漁港があリます。ただ震

災以降、月浜漁港は釣リができるような場所は無＜なってしまったので、大浜と室

浜がメインとなリます。室浜漁港も魚の種類は大浜と比べても、引けを取らない＜

らい魚が釣れるのでお勧めです！

　釣リは‐人で行＜もよし、友人と行＜もよレ家族で行＜のもよしの、いいとこ

尽＜しですので、ぜひ皆さん、これから暖かい時期になリ、釣リもしやすいので、

ぜひ行ってみませんか。
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　３次元眼底像撮影装置
光干渉断層計(ＯＣＴ)を導入

－ＯＣＴアンギオグラフィー(血管造影)機能搭載－

　　　　造影剤を使わず眼底の血流検査ができるので、

患者様の負担が少なく､検査準備もわずかで撮影時間も大幅に短縮
－

●眼科一般　●白内障　●緑内障　●糖尿病網膜症　●加齢黄斑変性

●アレルギー性結膜炎　●ドライアイ　●眼鏡･コンタクトレンズ処方

※硝子体注射､白内障手術治療を今年から開始しております。

診療時間 月 火 水 木 金

９時～12時 ○ ○ ○ ○ ○

※村川医師は水･木休診です　　受付時間：８時～11時30分

　　　休診日につきましてはホームページでご確認いただくか､お問い合わせください。

　院内行事や様々な研修は中止となリ、夏の花火大会では看護応援で救護所を設けさ

せて頂いておりましたが、これも中止となりました。新型肺炎の影響はいろんなとこ

ろで出ておリます。そんな中でも他域の皆様には、当院の取リ組みや新築移転工事の

進捗を御紹介していきたいと思っております。宜し＜御願い致します。
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